
















































































































































































































































































4 5／ 9～ 5／14 G，C CEG
5 5／16～ 5／21 F
6 5／23～ 5／28 A，D CFA
7 5／30～ 6／ 4 H








週 月　日 単音 和音 音符
15 9／ 5～ 9／10
16 9／12～ 9／17 ACF 二分音符









































































































A-3087 国民学校の音感（1）堺市国民学校五年児童 奥田亀太郎 佐藤吉五郎
A-3087 国民学校の音感（2）堺市国民学校五年児童 奥田亀太郎 佐藤吉五郎
A-3088 国民学校の音感（3）堺市国民学校五年児童 奥田亀太郎 佐藤吉五郎
A-3088 国民学校の音感（4）堺市国民学校五年児童 奥田亀太郎 佐藤吉五郎
A-3089 国民学校の音感（5）堺市国民学校五年児童 奥田亀太郎 佐藤吉五郎
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ドは子どもを対象とした教材ではなく，保育者向けの研修の資料として活用されたと考え
られる。
　ところで，佐藤は1943（昭和18）年，海軍対潜学校の艦船水中音測定の主任教官として就
任した
36
。十代の将兵対象に訓練を開始したものの，思うように成果が上がらなかった
37
。
佐藤は「テストの度に，私は堺市の幼稚園児の顔がチラチラ思い浮かんだ」と回想する
38
。
このことから幼児期に限ってのみ，佐藤の和音感教育が有効であったことが示される。
　このように佐藤の実践は，戦時体制という当時の社会情勢と迎合し，着目された。佐藤
は岡山県女子師範学校，堺市視学，海軍対潜学校，神奈川県鎌倉市立玉縄小学校と異動を
重ねながら，いずれも共通することは「実践」を通して音楽指導を追及している点である。
特に堺市視学のときには，行政の職務に限定するのではなく，堺市の小学校20校，幼稚
園 5 園で和音感教育の実践を先進的に実施した。その成果を『和音感教育』にまとめ，さ
らにはSPレコードまで作成し，音源資料でも普及を図った。佐藤自身，秋田県師範学校
出身，小学校教職経験ありという経歴が，教育実践との距離を縮めさせたのだろう。
　今回，SPレコードの分析の対象を「幼稚園の音感」に絞った。今後，「国民学校の音感」
（A-3087～9）についても分析し，幼児期と児童期における指導方法の比較についても行っ
ていきたい。さらには，戦後の神奈川県鎌倉市立玉縄小学校の実践との関係性についても
考察したい。
　酒田冨治によると，戦前の同時期に，日本女子大学付属幼稚園をはじめとして他の幼稚
園でも音感教育が熱心に行われていた
39
。また，上田によると，神奈川県中郡大磯町にお
いて幼稚園と国民学校の連携が図られた音感教育の実践がなされていた
40
。その他，松本
園子によると，1941（昭和16）年，「保育問題研究会」の中に「音楽部会」が組織され，
部会の研究テーマとして「先ず音感教育をば幼稚園，託児所にて，簡単にして取入れるこ
と」が掲げられた
41
。今後は，佐藤の実践が他の幼稚園へ及ぼした影響等についても調査
を広げていきたい。
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